
牛胚の少数割球での性判定におけるL A M P法の有効性

牛胚の性判定において、L A M P法は 1～ 4割球での判定が可能であり、従来のP C［要約］

R法の判定率と同等以上である。
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［背景・ねらい］

乳牛おいて、1 6～ 3 2細胞期胚をドナー胚とする受精卵核移植では、胚の性を判定するた

めに、出来るだけ少ない割球で性判定することが必要となる。しかし、P C R法は 1 0個程度

の割球を必要とし、判定方法の特性から雄胚を雌胚と判定する傾向にある。

最近、新しい遺伝子増幅法として開発されたL A M P ( L o o p - M e d i a t e d Isothermal Amplifi-

c a t i o n )法は、増幅感度が高いため、ごく少数の割球による性判定が可能と考えられる。

そこで、L A M P法を利用して、少数の割球での性判定の有効性を明らかにする。

（要望課題：畜産課（Ｈ1 1））

［成果の内容・特徴］

従来のP C R法と比較して、L A M P法の判定率は同等である（表１）。L A M P法は、濁度１．

計で遺伝子増幅産物の濁度を測定するため、P C R法に比べて誤判定が少ない（図１）。

L A M P法は、２～４個の複数の割球だけでなく、単一の割球においても性判定が可能２．

である。また、同一胚においては、全て性が一致しており、判定精度が高いことから、

受精卵をドナー細胞とするとき、割球を有効に利用できる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

受精卵割球をドナー細胞とする機関において活用できる。１．



［具体的データ］

表１ 同一胚における性判定（平成1 4年）

性判定

区 サンプル数 計 ♀ ♂

PCR 15 15(100) 6 9

LAMP 15 15(100) 5 10

注）１．供試胚 体外受精胚( d a y 8 , 9 )、胚を２分割して、判定に供試

２．P C R X , Yセレクター,L A M P L o o p a m p牛胚性判別試薬キット

参考データ：性判定率 PCR 85%、LAMP 9 8 %（全国会議資料）

図１ L A M P法におけるチューブの濁り具合

表２ L A M P法における同一胚由来の少数割球での性判定（平成1 4年）

胚

割球数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 判定数/検査数

１ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀ ♂ ♂ 7/7

２ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀ ♂ ♂ 7/7

３ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀ ♂ ♂ 7/7

４ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀ ♂ ♂ 7/7

判定一致 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4

注）胚Ａ～Ｇの割球を単離し、各割球数でサンプリング

［その他］
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